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【 請 求 項 １ 】
　 ａ ） 入 力 信 号 を 受 信 す る 第 １ 入 力 、 第 ２ 入 力 お よ び 出 力 を 有 す る 第 １ の 信 号 ミ キ サ と 、
　 ｂ ） 前 記 第 １ の 信 号 ミ キ サ の 出 力 と 結 合 さ れ た 入 力 お よ び 出 力 信 号 を 定 め る い く つ か の
よ り 高 次 の ビ ッ ト を 有 す る 出 力 を 有 す る 打 切 り 要 素 と 、
　 ｃ ） 前 記 打 切 り 要 素 に よ っ て 出 力 さ れ た 出 力 以 外 の 前 記 第 １ 信 号 ミ キ サ の 出 力 の ビ ッ ト
を よ り 低 次 の ビ ッ ト と し て 提 供 す る 手 段 で あ っ て 、 前 記 打 切 り 要 素 と 結 合 さ れ た 入 力 お よ
び 前 記 よ り 低 次 の ビ ッ ト を 提 供 す る 出 力 を 含 む 手 段 と 、
　 ｄ ） 前 記 提 供 す る 手 段 の 出 力 と 結 合 さ れ た 入 力 お よ び 前 記 第 １ 信 号 ミ キ サ の 前 記 第 ２ 入
力 と 結 合 さ れ た 出 力 を 有 す る 雑 音 伝 達 関 数 要 素 で あ っ て 、 雑 音 伝 達 関 数 が Ｌ 次 伝 達 関 数 で
あ り 、 Ｌ が 少 な く と も １ で あ り 、 よ り 高 次 の ビ ッ ト の 数 が Ｌ ＋ １ で あ り 、 雑 音 伝 達 関 数 の
安 定 性 が 前 記 入 力 信 号 に 依 存 し な い 雑 音 伝 達 関 数 要 素 と 、 を 備 え る 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 雑 音 伝 達 関 数 要 素 の 帯 域 外 利 得 が 限 定 さ れ な い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ｅ ） 前 記 打 切 り 要 素 の 前 記 出 力 と 結 合 さ れ た 入 力 を 有 す る ア ナ ロ グ の デ ジ タ ル ・ ア ナ ロ
グ 変 換 器 を さ ら に 備 え る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 ｅ ） 前 記 打 切 り 要 素 の 前 記 出 力 と 結 合 さ れ た 入 力 を 有 す る ス ク ラ ン ブ ラ を さ ら に 備 え る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 Ｌ が 少 な く と も ４ で あ り 、 Ｌ ＝ ５ で あ る こ と が よ り 好 ま し い 、 請 求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 提 供 す る 手 段 が 、 前 記 第 １ 信 号 ミ キ サ の 前 記 出 力 と 結 合 さ れ た 第 １ 入 力 と 、 前 記 打
切 り 要 素 の 前 記 出 力 と 結 合 さ れ た 第 ２ 入 力 と 、 出 力 と を 有 す る 第 ２ 信 号 ミ キ サ を 含 む 、 請
求 項 １ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ａ ） 入 力 信 号 を 受 信 す る ス テ ッ プ と 、



　 ｂ ） 前 記 入 力 信 号 を 第 ２ 信 号 と 混 合 し て 、 第 ３ 信 号 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 ｃ ） 前 記 第 ３ 信 号 を 打 ち 切 り し て 、 出 力 信 号 を 確 定 す る い く つ か の よ り 高 次 の ビ ッ ト を
生 成 す る ス テ ッ プ と 、
　 ｄ ） 前 記 第 ３ 信 号 の よ り 低 次 の ビ ッ ト を 第 ４ 信 号 と し て 提 供 す る ス テ ッ プ と 、
　 ｅ ） 前 記 第 ４ 信 号 を 雑 音 伝 達 関 数 に 適 用 し て 、 前 記 第 ２ 信 号 を 生 成 し 、 前 記 雑 音 伝 達 関
数 が Ｌ 次 伝 達 関 数 で あ り 、 Ｌ が 少 な く と も １ で あ り 、 よ り 高 次 の ビ ッ ト の 数 が Ｌ ＋ １ で あ
り 、 前 記 雑 音 伝 達 関 数 要 素 の 安 定 性 が 、 前 記 入 力 信 号 に 依 存 し な い ス テ ッ プ と を 有 す る 方
法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 雑 音 伝 達 関 数 の 帯 域 外 利 得 が 限 定 さ れ な い 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 ｅ ） 前 記 出 力 信 号 を ア ナ ロ グ 信 号 に 変 換 す る ス テ ッ プ を さ ら に 有 す る 、 請 求 項 ７ に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 Ｌ が 少 な く と も ４ で あ り 、 Ｌ ＝ ５ で あ る こ と が 好 ま し い 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
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